
清水先生は昭和46年物理学物理学教室に着任以

来23年の長きにわたり, レーザーやマイクロ波を

実験手段として量子エレクトロニクス,非線形分

光学の分野を中心に研究と教育に邁進されてきま

した。この間に24名 におよぶ博士取得者をはじめ

として数多くの研究室卒業生を世に送り出してい

ます。国際的には日本のレーザー科学,分光学を

代表する学者の一人として,数多くの国際会議の

委員や雑誌の編集委員を務めてこられました。ま

た,平成 3年からは東京大学の付属図書館長とい

う要職を務められ,全国の大学図書館の間のネッ

トワーク作りなどを始めとして,大学の中枢機能

たる図書館の整備と管理運営にたずさわってこら

れました。

先生は学生時代,本学理学部物理学教室の霜田

研究室で研鑽をつまれました。当時の霜田研究室

は,戦後始まったマイクロ波分光やメーザーの研

究からさらに新しいレーザーの時代を迎えて「研

究室の第 2期黄金時代」とよばれる絶頂期にあ

り,そ うそうたる人たちが学んでいたようです。

そのような時期に博士課程を修了し,それ以降一

貫してレーザー分光学の道を歩まれています。大

学院を卒業後,理化学研究所のマイクロ波物理研

究室へ就職 され, しばらくしてからカナダの

National Research Council(NRC)へ 留学され

ました。有名な分光学者 G.Herzgerg博士のも

とでレーザーを使った分光学の研究を行いました

が,実は,現在分光学のメッカといわれているこ

の研究所でレーザーというものをはじめて実演し

て,それまで「新しいけれども海のものとも山の

ものともしれない」代物だったレーザーが分光学

にとって強力な武器となることを示してみせたの

は先生の功績で した。当時,Herzgerg博 士の
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ノーベル賞授賞が暉され NRCの空気は張りつめ
ていたそうでしたが,研究所の人たちは物珍 しい

レーザー装置の組立にはずいぶんと興奮して協力

してくれたそうです。

帰国後,東大の物理教室でそれまでの経験をも
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う新 しい光源が原子分子分光学にもたらす高感

度,高分解能,高精度性にいち早 く着目し,こ れ

らを様々な分子のスペクトル計浪1に応用し,わが

国におけるレーザーおよびマイクロ波分子分光学

の草分け的存在となりました。研究テーマとして

は,分子間の衝突によって起こる分子の振動回転
エネルギーの緩和過程の研究,分子の高分解能分

光学, レーザー媒質中で起こるエネルギー移行過

程の解明やこれに関連して起こるレーザーの不規

則な発振現象の実験的 。理論的解明,イ オンのト

ラップを利用した高分解能分光の研究など多岐に

わたっています。レーザーを分光手段として駆使

するかたわら, レーザー自身の発振機構の解明に
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視点にたって様々な角度から原子分子と光の相互

作用の研究を現在まで活発に続けていらっしゃい

ます。

先生に言わせると,先生のご専門である分光学
は,長い伝統を誇る「折り日正しい」学問である

ということです。確かにそう言えるだけの歴史と

実績をもった学問であることは疑間の余地がない

でしょう。そして自分自身を振 り返ってみると,

随分正道から外れたことをやっているなと認識さ

せられますが,か といって他の多くの人たちもそ

れほど折り日正しいわけでもないなと安心したり

-18-



もします。折り日正しい学問は清水先生で最後に

なるのではないかとさえ思えてくるのは考え過ぎ

でしょうか。

先生の研究室での指導方針は,学生には思うと

おりに自由に研究をさせ,細かいことまではいち

いち口をはさまない, しかしまちがった方向に進

んでしまわないように終始注意を払うというよう

に見えます。学問の面ばかりでなくライフスタイ

ルの面においても,先生は学生に多大の影響を及

ぼしたと聞いています。先生は大学院卒業後,同

窓生であって奥様と結婚され,以来お互いにそれ

ぞれの仕事を尊重するという方式で家庭をつくら

れてきました。奥様も別の大学でレーザー物理を

専門に研究なされている方です。このようなスタ

イルを見てきた清水研の事業生の大半が,結婚相

手の職業を尊重しお互いに自立した生活をしてい

るというのもうなずけることであります。

先生の居室は所狭しと本やファイルが至るとこ

ろ山積みになっており, とても折り日正しい部屋

とはいえません。先生に聞くと「このうち半分は

霜田先生の残されたもので,捨てるに捨てられな

いんだよ」とおづしゃいますが,そればかりが原

因とも思えない気もします。今度はこの混舌しを誰

が引き継ぐのだろうと心配になりますが,先生自

身はこれから東京理科大学で新たに研究室を起こ

され,こ れまでの研究をさらに発展させてゆかれ

るそうです。

今後のさらなるご活躍をお祈 りいたします。
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